


　わたしたちの使っている水は，酒匂川を流れる水（表流水）を集めてき
れいにしたものです。
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　小田原市には，高田浄水場でつくられた水のほかに，次のような水道の水を
使っている地区もあります。
　ゆう水や井戸水による水道…小田原市には，ゆう水をためたり，深い井戸を
ほったりして水を引き，消毒して配水池から水を配っている地域があります。
また，小田原市には地下水がほうふな地区が多く，水道のほかに井戸水も利用
している家庭が多くあります。中には，さい害の時に使えるようになっている
井戸もあります。
　県営水道…橘地区で使われている県営水道は，県の水道局がとりあつかっている水道で
す。相模川の水を取り入れて，高田浄水場のしくみと同じ方法できれいな水をつくっています｡
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小田原市では，１日に
一人あたり 294L の水
を使っているそうです。
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（平成30年度　水道事業年報）

　1936年（昭和11年）に初めて小田原に水道をひいたときの給水
人口は３万５千人でしたが，今では，約17万人へと広がりました。
（※給水人口…市の水道を使っている小田原市民の数）
　水道局では「おだわら水道ビジョン」という計画をつくり，市民
のみなさまへいつまでもおいしい水をおとどけできるように，
高田浄水場など，さまざまな水道しせつを整えて守ってきました。
　また，おおむね３年を目安に計画の内容をかくにんし，よりよいしせつとなるよう
計画の見直しを行っています。
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　わたしたちが，毎日自由に水を使い，安心して水が飲めるようにするた
めに，多くの人が仕事をしています。また，たくさんのお金もかかってい
ます。（水１㎥をつくるのに141円－平成30年度）
　わたしたちにとって１日もかかせない大切な水を，これからどのように
工夫して使ったらよいか，話し合ってみましょう。

店・工場など
21.4%

家庭　78.6%



　水道ができる前，市の人びとは井戸を使って飲み水を手に入れていま

した。

　水道は，今から80年ほど前に初めてひかれましたが，始めのころは,

井戸や小田原用水を利用する人が多く,申しこむ人は少なかったそうです｡

　しかし，50年ほど前から，家や工場がふえはじめ，井戸をたくさんほ

るようになってからは，水の量が少なくなったり，流れ出なくなったり

しました。また，伝せん病をなくすためにも必ず消毒された水道を使う

必要がでてきました。その結果，多くの人が水道を利用するようになり

ました。

い ど

い ど

い ど

しょうどく



　水道ができる前，市の人びとは井戸を使って飲み水を手に入れていま

した。

　水道は，今から80年ほど前に初めてひかれましたが，始めのころは,

井戸や小田原用水を利用する人が多く,申しこむ人は少なかったそうです｡

　しかし，50年ほど前から，家や工場がふえはじめ，井戸をたくさんほ

るようになってからは，水の量が少なくなったり，流れ出なくなったり

しました。また，伝せん病をなくすためにも必ず消毒された水道を使う

必要がでてきました。その結果，多くの人が水道を利用するようになり

ました。

い ど

い ど

い ど

しょうどく

はい すい ろ どう ろ そっ こう

どう ろ そっ こう なが

う すい はい すい ろ

雨水は、排水路や

道路側溝に流してね。

排水路や道路側溝





　下水道をつくるには，たくさんのお金がかかります。また、ほかの
市や町の協力がないと，わたしたちの飲み水になっている酒匂川の水
は，なかなかきれいになりません。
　そこで、県では，酒匂川流いきに下水しょ理場を２カ所つくりまし
た。酒匂地区は1982年（昭和57年）にできあがり，扇町地区も
1997年（平成９年）にできました。この下水しょ理場は，小田原市をはじめ10の市
と町で利用しています。
　市では，できるだけ早く市の人びと全部が，下水道を利用できるように努力をして
います。
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市の下水道部の人の話


